
自治会シンポジウム（西部ブロック）事例発表

新しい取組の始め方
１ 城山地区の概要

２ 城山地区の取組

⑴ 「大谷の響き」ウェルカムコンサート【令和５年度】

⑵ まちづくり女子会「城山ティーパーティー」【令和６年度】

⑶ ｅスポーツを活用した活動の活性化【令和６・７年度】

⑷ 自治会加入促進の取組【令和７年度】

令和８年２月２４日

城山地区連合自治会



１ 城山地区の概要

◆ 位置

・ 鹿沼市や日光市と接し，東北自動車道

（黄色線）を境に，おおむね東側が市街

化区域，西側が市街化調整区域である。

◆ 自治会加入世帯数の推移

・ ２５の単位自治会で構成

・ 加入世帯数は年々減少

◆ 自治会長会議

・ 原則，毎月開催（第４水曜日）

・ 自治会長間の連絡は，LINEを活用

自治会エリア図



２ 取組 (１) 「大谷の響き」ウェルカムコンサート【令和５年度】

⑴ 取組の目的

・ 連合自治会自として，文化の薫る美しいまちづくり活動に
取り組むことで，「頑張る自治会」「まちの魅力を高める自
治会」をアピールし，自治会活動に対する理解促進を図る。

→ 城山地区内にある「宇都宮短期大学」との連携により実施

⑵ 実施主体

・ 主 催： 城山地区連合自治会

・ 協 力： 宇都宮短期大学，宇都宮短期大学附属高校

ベルテラシェ大谷 など

会場：大谷コネクト ベルテラシェ大谷（商業施設）



２ 取組 (１) 「大谷の響き」ウェルカムコンサート【令和５年度】

⑶ 実施結果概要

日 時 令和５年１１月２６日（日）午前１０時～正午

会 場 大谷コネクト

内 容

コ
ン
サ
ー
ト

・ 宇都宮短期大学の講師によるコンサート（来場者：80名）

・ 宇都宮短期大学の学生による野外演奏

Ｐ

Ｒ

・ 自治会活動をパネルで紹介
・ 宮ＰＡＳＳ」持参者に，宇都宮短期大学大付属高校の生徒が作った
「焼き菓子」をプレゼント

⑷ 工夫した点

・会場として，オープン間もない「大谷コネクト」を活用して，施設の
ＰＲを行った。

・イベントをきっかけに，会場に隣接するベルテラシェ大谷が「宮ＰＡ
ＳＳ」のサービス提供施設に加盟した。



２ 取組 (２) まちづくり女子会「城山ティーパーティー」【令和６年度】

⑴ 取組の目的
・ 自治会をはじめとした地域活動の課題解決に女性の意見をより多く

取り入れるため，女性による意見交換会を開催し，地域活動での女性

活躍推進のきっかけとする。

⑵ 実施結果概要
・ 参加者： ２８名

・ 場 所： 大谷コネクト

・ 内 容： ① 講話 (宇都宮大学特認助教 川面 充子 氏）

② ワークショップ（グループで意見交換）

⑶ 工夫した点
・ 参加者の確保が課題であったため，お茶やケーキを用意して，気軽

に，楽しく参加してもらえる雰囲気づくりを行った。

★ その後，防災会の会議の中で，男性役員から「防災に女性の視点を取

り入れたほうがよい」との意見があり，生理用品の備蓄に取り組むこと

になった。



２ 取組 (３) 「ｅスポーツ」を活用した活動の活性化【令和６年度】

◆令和６年度の取組（小中学生対象）

⑴ 取組の目的

・ 若年世代に関心が高い「ｅスポーツ運動会」を開催し，

子どもたちの地域活動への参加機会を確保し，将来の

担い手育成につなげる。

・ また，その家族が，子どもを通して間接的に自治会

活動等に関わることで，自治会活動の理解促進や加入

促進を図る。

⑵ 実施主体

・ 主 催： 城山地区連合自治会

・ 協 力：（一社）プチママン・アンジェ，

宇都宮大学UUsmash!!，帝京大学smash，

体育協会，地域スポーツクラブ，青少年育成会

・ ゲスト：「ぷよぷよｅスポーツ」プロプレイヤー

「飛車ちゅう」さん



２ 取組 (３) 「ｅスポーツ」を活用した活動の活性化【令和６年度】

⑶ 実施結果概要

日 時 令和６年１１月３０日（土）午前１０時～午後３時３０分

会 場 大谷コネクト

内 容

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

午

前

◆ 小学生の部【１５名参加】
・ プロによる「ぷよぷよｅスポーツ」の説明
・ トーナメント形式で対戦（準決勝からプロによる実況）
・ プロとの対戦

午

後

◆ 中学生の【４名参加】
※ 小学生の部と同様

Ｐ

Ｒ

○ 自治会活動等のＰＲ【連合自治会】
→ 「宮ＰＡＳＳ」持参者に「しろやまのマーチ」をプレゼント

対戦実況の様子

屋外ＰＲブース

⑷ 工夫した点

・ イベントの企画・運営をノウハウのある団体に依頼したことで，

プロと参加者との対戦など内容の充実が図られ，参加者だけではなく，

見ている側も楽しめる内容となった。

⇒ 外部への委託による「内容の充実」「地域負担の軽減」



２ 取組(３) 「ｅスポーツ」を活用した活動の活性化【令和７年度】

◆令和７年度の取組（高齢者対象）

⑴ 取組の目的

・ ｅスポーツを通じて，高齢者の健康増進や，多世代交流な

どによるコミュニティの活性化を図る。

・ 取組にあたっては，中学生にボランティアとして参加して

もらい，これをきっかけに，中学生ボランティアグループを

結成し，卒業後もボランティアに関わってもらい，将来的な

地域活動の担い手に繋げていく。

⑵ 実施主体

・ 主 催： 城山地区コミュニティ協議会

城山地区連合自治会

・ 協 力： （一社）プチママン・アンジェ

宇都宮大学社会教育実習生



２ 取組 (３) 「ｅスポーツ」を活用した活動の活性化【令和７年度】

⑶ ｅスポーツイベント実施結果（場所：城山地区市民センター）

① 老人クラブ連合会【 8/22（金）】

・参加者：２２ 名（高齢者）

・ゲームソフト：「太鼓の達人」「switchスポーツ（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ）」

② 城山地区文化祭・農業祭【 11/1（土）】

・参加者：５０ 名（小学生・一般）

・ゲームソフト：「太鼓の達人」「switchスポーツ」など７種類

③ 健康づくり推進員会【 2/17（火）午前】

・参加者：２０名（高齢者）

・ゲームソフト：「太鼓の達人」「switchスポーツ（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ）」

中学生や大学生が遊び方をサポート

⑷ 工夫した点

・専門家に相談し，高齢者が楽しめるゲームソフトを選択した。

・大学生や中学生に遊び方のサポートをお願いし，世代間の交流を

図った。



２ 取組 (３)「ｅスポーツ」を活用した活動の活性化【令和７年度】

・ 地域のボランティア情報を発信する

「公式ＬＩＮＥ」を立ち上げ，保護者

に登録してもらう方式で実施

→ 現在の登録者：３０名

⑷ 中学生ボランティアの募集

【変更前】

・ 中学校に参加者の取りまとめを依頼

【変更後】

・ コミュニティ協議会が募集・申込受付

・ 中学校卒業後も，ボランティア活動に

参加してもらうよう呼びかけ



2 取組 (4) 自治会加入促進の取組【令和７年度】

◆ 取組の概要

⑴ 自治会条例の勉強会【意識醸成】
・自治会の現状と課題，条例の概要，新たな自治会支援策などに関する共通理解を図る。

※ みんなでまちづくり課に講師を依頼

⑵ 自治会加入促進パンフレットの作成【加入促進】

・加入の案内の際に自治会活動のＰＲができるよう，パンフレットを作成

⑶ 自治会長ハンドブックの作成【活動支援】

・ 毎年，約半数の自治会長が１年で交代することから，新任自治会長でも円滑に自治会運営

ができるよう，城山地区の自治会長の業務等をまとめたハンドブックを作成

→ 日頃の自治会運営のほか，自治会長を交代する際の引継ぎ資料としても活用

⑷ 「宮PASS」協賛店舗の拡充【加入メリットの創出】

・ 城山地区内で利用できる店舗が少ないため，各店舗に依頼し，

協賛店舗を拡充（７店舗から１６店舗に拡充）



３ まとめ

◆ 城山地区においても，自治会加入率が低下しており，加入促進にあたっては，

まずは，地域活動を理解してもらうことが重要である。

◆ そのためには，防犯灯やごみステーションの維持管理，子どもや高齢者の見守

りなど，安全安心で良好な生活環境を維持していく取組と合わせて，「参加した

い」と思えるような魅力ある事業を展開していく必要がある。

◆ また，子どもの頃から地域活動に参加してもらい，郷土愛や社会性を育みなが

ら，将来的な活動の担い手につなげていく必要がある。

◆ これからも，自治会加入の案内と合わせて，様々な事業に取り組んでいく。


